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ゲーテの教育思想に関する一考察
ー特に「教育州」を中心に一
? ? ?
「教育州」 (Diepadagogische Provinz)と呼ばれる部分は Wilhelm
Meisters W anderjahre oder Die Entsagendenの第2巻，第1章，第
2章，第8章および第9章でありますが， 「教育州」に於けるゲーテの教
育思想をみる場合，第 1巻で登場する人たちとヴィルヘルム (Wilhelm) 
との教育的な問題を含んだ対話にふれておく必要があります． それには
「教育州」についての説明があったり，またその対話で問題になったこと
がそのまま「教育州」にも継承されています．従って「教育州」に直接は
いるまえに，ヴィルヘルムが遍歴の途中出会った順序に従い，モンターン
(Montan, 『徒弟時代』ではヤルノー， Jarnoと呼ばれている）， レナル
ドー (Lenardo),収集家 (derSammler)の三人について簡単にふれて
おきたいと思います．
ゲーテはヴィルヘルムをモンターンに遭遇させることによって，まず教
育的な対話を行なっております． それによれば現在は「多面的な教養」
(vielseitige Bildung)の時代でなく，「一面性」 CEinseitigkeit)の時代
であるとして，一面性に従事することがいかに大切であるかを説いており
ます．「多面的な教養」による人間の形成が， 『徒弟時代』 (Lehrjahre)
に於けるゲーテの教育思想の主要な関心事でありました．「多面的な教養」
による人間形成は，ルネッサンスのよき教養人にも見られるところです．
ルネッサンスの典型的人間像とされてきた「万能の教養人」 Cuomouni-
versale)たらんとする願望は，このヴィルヘルムの姿の中にも現われてお
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「ります． しかしながら，ゲーテはモンターンの口を借りて， この「多面的
教養」というものを厳しく否定しております． まず， この問題をゲーテの
考えるところに従って簡単にみていきたいと思います． 「多面的な教養｣を
追い求めて，ある時は回り道をし，幾多の苦難を経たのち得られる人間形
成は，たしかに美しく見えるでありましょう．幅広い豊かな教養を身につ
けるということは，いつの時代の人間にとっても魅力的なことのように思
われます．モンターンとの対話に於いてヴィルヘルムも， 「多面的教養」
● ● ● ● ● ● ● ●
の有利と必要を主張しております． これに対してモンターンは，多面性は
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
もともとその中で一面的なものｶﾐ働きうる基本要素を準備するだけである
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
と言ったあと，現在は一面性の時代であると言っております． 「多面的な
教養」を追い求めての人間形成は窓意的で，いわばディレッタントの段階
で終る危険性をも伴っております．ゲーテは『遍歴時代』 (Wanderjahre)
の登場人物に対してディレッタントの域にとどまることを許さず， この作
品全体を通じて「有用」という言葉に大きな比重を置いております．すな
わち， 「有用から真を経て美へ」vomNtitzlichendurchsWahrezum
Sch6nen(S.65)という言葉が標語になっており，各人は有用なる「技
術」 (Kunst)を身につけなければならないとされております．その結果，
● ● ●~ ● ● ● ● ●
幅広い豊かな教養を身につけたいとする衝動をおさえ，魅力的な多面的方
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
向に対する関心をあきらめ，ひとつの「手仕事」 (Handwerk)に自らを限
● ● ●
定することが余儀なくされます． この作品の副題にもなっている「諦念の
人々」 (dieEntsagenden)という思想も，ひとつにはここから出ており
ます．多面的方向に対する関心をあきらめることは,消極的な意味では｢断
念｣， 「あきらめ」ではありますが， 今迄多方面に散逸しがちであった自
分の力を，限られたひとつのことに自己制限し集中することによって，有
能なるものを獲得し， 自らの人生と他人との活動の中で寄与がなされなけ
ればなりません．表面的には消極的に見える「諦念」という言葉も，活動
の根底となっているところでは，積極的なものとなっております． ヨセフ
’
｜
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↑(Joseph),モンターン，伯父(derOheim)と呼ばれている人たちなど，
彼らはすべて諦念の人々として描かれ，それぞれの活動の舞台に於いて有
用な活動をしております．それはまた，有用なる 「技術」 (Kunst)を身
につけるということから，職業教育が説かれており，人間形成と職業教育
とを別のところに求めず，手仕事に従事する過程に於いて人間の修養も同
時にはかられております．
●
次に， レナルドーとの対話に移りたいと思います． ヴィルヘルムはさ
らに遍歴を続けたく願いますが，息子フェーリクス(Felix)を連れては遍
歴を続けられず，かと言って，息子の発展にとって父親が目の前にいるこ
とが,よいと考えているヴィルヘルムには,手離す気持にはなれません．ゲ
ーテは，今度はレナルドーの口を借りて否定しております． つまり，そ
れは父親の甘い考え違いというもので，父親というものはいつでも息子に
対して，一種の専制的な関係を保持し，息子の美点は認めないで，その欠
点を見て喜ぶものだと言っております． このレナルドーの発言には，厳格
な父のもとで育てられた， フランクフルト時代の少年ゲーテの感慨が，吐
露されていると思われるところがあります． ところで， レナルドーは収集
家(derSammler)から聞いたという，「ある教育団体」 (einepadago-
gischeVerbindung)のことを話します．この教育団体というのが，これ
から考察するところの「教育州」 (diepadagogischeProvinz)のことな
のであります．全篇を通じて教育州の存在が指示されるのは， ここが最初
となっております．
さて， レナルドーに収集家を紹介してもらったヴィルヘルムは， この収
集家から教育の根底たるべき2．3の原理を聞くことになりますが，それ
をここに紹介してみたいと思います.「あらゆる生活，あらゆる行動，あら
● ● ● ● ● ● ● ② ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
ゆる技術には， まず手仕事が先行しなければなりませんが， この手仕事は，
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
ただ制限することによってのみ修得されるものなのです．およそひとつの
ことを正しく知って，実行することは，百のことを中途半端にやるよりも，
l
l
I
－3－
もっと高い教養を与えてくれるものです．私があなたにおすすめしようと
思っている所では， あらゆる活動が区分されています．生徒たちは一歩ご
とに吟味され,それによって》その子が散漫な願望をもってあっちを向いた
りこっちを向いたりしていても，その素質は本来どの方向に向かおうとし
ているかが見わけられるのです．賢明な人たちが，子どもに適しているも
のをひそかに見つけさせます．人間というものはとかく自分の使命から逸
脱し亀,あまりにも好んで回り道に迷いこみたがるものですから,賢い人た
ちがその回り道を短縮してやるのです」 (S.148,傍点筆者，以下同様）
モンターンとの対話を通して現われたゲーテの教育思想が， この収集家
との対話に於いて再び現われております．すなわち，有用な手仕事を各自
が身につける必要があるのだが， これはただひとつのことに自らの関心を
制限し，集中することによって獲得されるもので，そこには当然，諦念が
伴っており，その結果得られた唯一の手仕事は，多くのディレッタントな
ものより， もっと高い教養が授けられます． また， こどもたちの個性とか
素質とかいったものは，尊重されてはいる力:，悪意的に任されているので
はない，賢明な指導者がひとりひとりに適したものを， こども自身に発見
させるという仕方で教育が行なわれています．
いよいよヴィルヘルムは， フェーリクスを預けるために， この収集家に
紹介してもらった「教育州」を訪れることになります．
「教育州」に一歩足を踏み入れると，敬虚の満ちた雰囲気の中で，青少
年たちが手仕事に従事している光景に接することができます．手仕事のも
つ意味は，すでにモンターン，収集家から聞いたところですが，手仕事に
よる教育を，ヴィルヘルムカ§実際に目にするのは， ここが最初となってお
ります．なだらかな丘，高い山地，広い谷あいの平地という恵まれた自然
の中で，青少年たちは共同作業に従事し，共同生活への連関を学びとるよ
うに仕向けられております．手仕事を中心とした教育は，ゲーテと同時代
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1の教育家ペスタロッチ(J.H.Pestalozzi,1746-1824)などの影響力§感じ
られます． こどもたちの個性は，賢明な指導者たちによって鋭く観察され，
それぞれそのこどもに応じた教育が準備され，画一的な教育は避けられて
おります． 「教育州」の指導者たちは， 青少年たちを「ひとつの専らなる
作業」 (eineausschlieBlicheBeschaftigung)に従事させることによっ
て， ゲーテの表現を借りれば， 「動物を飼育したり訓練したりするあんな
に野性的な，幾らか荒っぽい仕事をさせながら， しかも青年自身が荒っぽ
くなって動物化するのを防ぐために」 (S.246)という日常生活の実践に従
事しながら，人間そのものの酒養をめざすものであります．ゲーテの手仕
事をもとにした「労作教育」 (Arbeiterziehung)は，表面的には厳格な
硬教育に見えます．青少年たちは一度ひとつの手仕事を選ぶと， よほどの
ことがない限り，他の手仕事に変更させてもらえず， それぞれの選んだ手
仕事から生ずる入念な指導，厳格な法則に従うことが要求されており，従
って青少年たちの窓意は決して許されてはおりません． この厳格な法則に
従わないときには，厳罰が課されております． しかし，すべて規則，法則
などで青少年たちの生活を拘束しようとするものではなく，厳格と秩序が
重視されていると同時に，青少年たちには自由も与えられております．厳
格と自由という相反するようなカテゴリーが，ゲーテの教育思想の特徴と
なって現われておりますが， しかし， この二つのものは互いに反発し合う
ものでなく，ゲーテの教育思想の中では融合されて，みごとにひとつのも
のに結実されております．器楽の教育をこどもたちに授ける場合を例にと
りますと， 「教育州」の指導者たちは， 学習者の好き勝手な演奏方法を決
● ● ● ● ● ●
して許さず，学習しようとする楽器の厳格な法則，すなわち定められた指
● ● ● ● ●
の移しかえ（運指法）に従い， この楽器の性質と特徴を体得できるまで，
十分練習を積んだ上で，初めて学習者にこの楽器のなし得るすべての自由
な演奏を認めております．
ここで， もう一度，手仕事のもつ意味を考えてみたいと思います． 「教
’
｜
’
’
｜
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育州」の青少年たちは， まず，ひとつの専門的な作業のもつ秩序に従うこ
とが要求され，その過程で散漫な願望や窓意を克服し，同時に諦念という
深い思想をも学びます．そして最後に，永遠なる秩序を学びとるほどまで
に， この手仕事に習熟することにより，人間そのものの涌養を求められて
おります． これｶﾐ，ゲーテの意味するところの「一面的教養」(einseitige
Bildung)であります．手仕事のもつ厳格な規則と法則は，厳罰主義の教
育のためにあるものでなく，青少年たちがそこから永遠の秩序，人生を学
びとるための手がかりとなっております．
「教育州」は， 「塔の結社」 (dieTurmgesellschaft)のように世界的な
規模で拡大していく，移住者たちの共同体の新しい構成員として，成長し
ていくこどもたちの人間教育の場として，設置されております．
以上考察してきました通り， この手仕事が果たす役割は大きいものであ
りました， しかし，新しい共同体の人間教育には， これだけでは不十分と
されています．その残るひとつに，ゲーテは「畏敬」 (Ehrfurcht)を説
いております．
ゲーテは， 「畏敬」について，次の四つのものを考えています． すなわ
ち， 「われわれの上にあるものに対する畏敬」 (dieEhrfurchtvordem,
wasiiberunsist),「われわれの下にあるものに対する畏敬」 (dieEhr-
furchtvordem,wasunterunsist),「われわれと同じものに対する畏敬」
(dieEhrfurchtvordem,wasunsgleichist),これら三種の畏敬か
ら，最高の畏敬，すなわち｢自己自身に対する畏敬」 (dieEhrfurchtvor
sichselbst)が生じます．「教育州」の指導者たちは， この畏敬心の覚醒の
ために,挨拶だと呼ばれている三つの奇異な身ぶりを,彼らの青少年たちに
課しています．その身ぶりとは，「最年少の者たちは，腕を十字に胸の上に
交叉して， うれしげに目を天に向ける身ぶりをします．中くらいの者たち
は，腕を背にまわしてほほ笑みながら目を地面におとす身ぶりをします．
最後に最も大きな者たちは， まつすぐにしっかりと立って，腕をたれ頭を
－6－
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???
’
右に向けて一列に並ぶ身ぶりをとりますが，それは年少者たちが誰かに出
会ったその場で，個々に立ち並ぶのとは違っています」 (vgl.S.149f､）
｢教育州」の青少年たちが彼らの指導者たちに出会うと， たとえ共同作業
に従事しているような最中でも， こういう身ぶりをとって，挨拶するよう
に義務づけられています．最初のうちは， この奇異な身ぶりの意味すると
ころのことｶﾐ理解できないまま，義務的に行なっていた青少年たちも，内
的体験を積むうちに，その意味するところのことが，ひとりでに理解でき
るようにはかられております．
次に，奇異な三種の身ぶりと畏敬との関係を考えてみたいと思います．
これに関して解決の手がかりを与えてくれるの力ざ，次のヴィルヘルムの言
葉であります.「あなた方が教え子たちに対してこの高い教えを，はじめは
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
感覚的な身ぶりとして，次には象徴的な譜音をそえてお伝えになり，最後
● ● ● ● ●
に至上の解釈を彼らに展開してやってくださることを思いかえして，心か
ら賛意を表さずにはいられません」 (S.158)
これは，三種の身ぶりを知ったのち,ヴィルヘルムが自分の解釈を｢三人
会｣(dieDreie)と呼ばれる人たちに話す言葉でありますが，これに対して
「三人会」の人たちは，ヴィルヘルムの解釈が全く正しいものと認めてお
ります．それでは，ヴィルヘルムがさきの言葉の中で述べている「至上の
解釈」(dieobersteDeutung)とは，一体何を意味しているのでありま
しょう． ここで，思い出されるのが， 「教育州｣以外の箇所でのゲーテの描
写であります．ヴィルヘルムは「教育州」に辿り着く前に,｢天文台」(die
Sternwarte)に立ち寄る機会を与えられているわけですが，天文台に於け
るヴィルヘルムの描写が， この「教育州」での内的体験を暗示的に思い浮
べさせるに十分なものがあります.「あらゆる星が輝ききらめいている晴れ
わたった夜が，眺め入っているヴィルヘルムをつつんだ．彼は高い蒼弩が
壮観をきわめているのを生まれてはじめて見るように思った．……感動
し，驚異の念にうたれて，ヴィルヘルムは両眼をとじていた」 (S.118f.)
’
｜
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ヴィルヘルムは星が美しく輝く夜，生まれてはじめて偉大なる自然に接
するような感動におそわれ,驚異の念にうたれて,しばし唖然となっており
ます．そして，ヴィルヘルムは両眼を閉じて，ただ深く内省をしておりま
す． 「この巨大なものは， 崇高なくらいの程度のものではなくて， われわ
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
れの理解力を越えている． それはわれわれをまさに破滅させようとする」
(S.119)
この巨大なる宇宙の壮観に接したとき，ヴィルヘルムでなくとも，人間
は誰でも，自分の存在を問いかけずにはおれない.Wasbinichdennge-
gendasAll？（S,119）「万有に対するとき自分は一体何だろう」ヴィル
ヘルムは上のように自らの心に問いかけたあと， さらに続けて, Wie
kannichihmgegen肋er,wiekannichinseinerMittestehen？（S、
119）「どうすれば万有に立ちむかい，どうすればそのまん中に立つことが
できるのか」と自問しております．巨大なる宇宙を前にしたこの瞬間，ヴ
ィルヘルムがこれまで，平凡に見える日常生活の中で忘れがちであった領
域の，内的体験を得る機会が与えられたのであります．全宇宙を支配して
いる真実というものは，われわれ人間の理解力を，はるかに越えている．
この永遠の秩序（真理）の中に， 自分を考えてみることは果たして可能だ
ろうか． どうしたら，人間は自己を無限のものに対置することができるの
だろうか．果てしない宇宙を前にしたとき，人間の存在をどのように考え
たらよいのであろうか．
「教育州」の青少年たちに課されているという内的体験を考察する際，
ゲーテのこの天文台の描写は， まことに，暗示的なものだと思われます．
すなわち，最も未成熟な年少者のこどもたちに課されているという，あの
身ぶり （挨拶）のことが， まず，最初に思い起こされます．
● ● ● ● ● ● ●
最も未成熟なこどもたちは，彼らの指導者に会った時，腕を十字に胸の
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
上に交叉して， うれしげに目を天に向ける挨拶をします． ちょうど，ヴィ
ルヘルムがあの天文台で星空を見上げたように， こどもたちのまなざしは
－8－
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天に向けられています． と同時に内省を示すかのように， こどもたちの腕
は十字に交叉されて，胸の上にあります． 「教育州」の指導者たちが， こ
の挨拶をこどもたちに課したのも， こどもたちの内面的発展の一番最初の
段階として，最も必要だと考えたからのように思われます． 「教育州」の
指導者たちはヴィルヘルムに向かって，最年少のこどもたちが示す身ぶり
(挨拶）について，次のように述べております.
｢あれは，あの高いところにひとりの神がおられて,その神が，両親や先生
や目上の人たちの姿をとって顕現しているという確証を， こどもたちに望
むものなのです｣(S.155)
成長，発達をとげていくこどもたちの柔軟な魂にとっては，ある象徴と
か，像とかいったものは，強烈な印象となって，その形成に大きな影響を
及ぼすものだと思われます．具体的な像を形成し得ない思想よりも， こど
もたちにとっては， まず典型の像が必要であるように思われます． 目上の
人とか,指導者がこどもたちの側に置かれたのも,その典型の像としてであ
ります． こどもたちは， 自分たちの身近な指導者に，挨拶をすることを仕
向けられていますが， この挨拶が何を意味しているかは， まだ分かりませ
ん． こどもたちは，彼らの日常生活を通して，生活体験を積んでいく必要
があります．具体的な教師の像をとっている背後に，全宇宙を統治してい
るものの存在を， こどもたちが認識し， それに対する意識が敬農にまで高
まったとき， この第一番目の挨拶が， 「われわれの上にあるものに対する
畏敬」を表現していることが感得されましょう．
さて，次の段階のこどもたちに課せられているという，第二番目の挨拶
について観察することにしてみましょう．
diemittlernhieltendieArmeaufdenRiickenundschauten
lachelndzurErde.<S.149,傍点筆者）
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
両手をいわば縛りつけられたかのように背中へまわしているのは，人間
が制限を受けた存在であることを示し，大地をしっかりみつめることを要
－－9 ‐一
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求しています． この挨拶は， 「われわれの下にあるものに対する畏敬」を
表現しています．
星空を見上げていたヴィルヘルムのまなざしが，ただ単に無限なるもの
への驚きだけでなく，同時に自分自身の自我へのまなざしでもあったよう
に，われわれは天に向けていた目を，今度はわれわれの下にある大地にや
ると，われわれ人間が，制限を受けて， しっかりと大地に結ばれているの
を認識します．無限なるものへの憧慢には，それに少しでも近づきたいと
する衝動を生じさせますが，同時に，ヴィルヘルムが内省した次のことが，
われわれの心に浮んできます． 「この巨大なものは， 崇高なくらいの程度
● ● ● ● ● ● ● ● ●
のものではなくて，われわれの理解力を越えている．それはわれわれをま
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
さに破滅させようとする」 (S､119)
永遠なる秩序（真理）の深遠さ，偉大さにうたれた人なら，それを認識
したいとするのは，人間の普遍的な真理のように思われます． しかし，わ
れわれの求めようとするものが，あまりにも巨大で，われわれの理解力を
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
越えています．ヴィルヘルムに，それはわれわれをまさに破滅させようと
● ●
する， と感じさせたものは，すべてを認識したいとする，ヴィルヘルムの
強い認識欲の現われであって，そのような衝動をもたぬ人は， この巨大な
るものから，ヴィルヘルムのような印象は受けとらないでありましょう．
人間がこの大地によってささえられ，制限を受けた存在である限り， こ
の宇宙を支配する全真実を獲得することが果たして可能なのであろうか．
ここで，われわれは，天文台でヴィルヘルムが自らに向かって語った，
WiekannsichderMenschgegendasUnendlichestellen?(S.119)
「どうして人間は自己を無限のものに対置することができるだろうか」と
いう言葉が再び思い出されてきます．やはり，人間は不完全な存在のまま，
死んでいかなければならない宿命を背負っているのだろうか．偉大なるも
のへの憧れ,‘多方面へひかれるあらゆる精神力があればこそ，そして真面
目に，真剣に生きてゆこうとすればするほど，人間は迷い，失望し，悩み
｜
’
’
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’の中にうち沈んでしまいます．
ところが，ゲーテの描くこどもたちの挨拶は,lachelnd(ほほ笑みなが
● ● ● ● ● ● ●
ら）とあるように，ほほ笑みながら大地をみつめています． ここで描かれ
ているこどもたちの表情は，決して絶望的なものでなく，むしろfr6hlich
なものとして描かれています． これは，いつまでもその悩みの中にうち沈
んでいるべきではなく，人間はここから自己を高めるべきだとする，積極
的生活態度への移行が示されている， ということができます．従って，次
の段階の畏敬へ進まなければなりません．
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
第三番目の挨拶である， まつすぐにしっかりと立って，腕をたれ頭を右
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
に向けて一列に並ぶ身ぶりは， 「われわれと同じものへの畏敬」を示して
おります．人間は， まず， 自らの人生に於いてtatigでなければなりませ
ん． 「塔の結社」のように，世界的な規模で拡大していく共同体では，各
人はその有用なるKunstを発揮することによって，等しく結ばれており
ます．すなわち，ゲーテの表現を借りれば， 「ちょうど， 建築主が建築技
師を，建築技師が左官や大工を求めるのと同じように」 (S.391),役に立
つすべての人間は，相互に結ばれております． 「教育州」では，有能なる
手仕事を身につける必要があるのですが， とくに，その手仕事に従事する
過程に於いて， こどもたちが，人間的に高い修養を積むように，はかられ
ていることはすでにみてきました． ところで， さきにあげたKunstによ
る相互依存の関係は，たしかに，各人を反発させることなく，効果的に結
び合う絆になっておりますが， しかし， これは，利害の共同の域にとどま
ってしまいます.Kunstは，われわれにとって， 永遠の秩序（真理）を
学ぶ対象とならなければなりません.Meisterwerk(傑作）を生み出す
ほどの技傭をもつ芸術家から，われわれは含蓄深い人生を聞くことがあり
ます.手仕事に従事する過程の中で人間形成をはかり，人間は人間の到達で
きる最高のものにまで達せられるように， 自己を高めなければなりません．
これが，最高の畏敬，すなわち「自己自身に対する畏敬」の示すところ
1
1
’
’
’ ’
I
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「でありましょう． これは，人間が自分の人生を真剣になって考え，大切に
することを意味するのであって，利己主義を奨励するものでないことは言
● ● ● ● ● ●
うまでもありません． 「うぬぼれと我欲」①tinkelu.Selbstheit)を克
服してこそ，人間は人間の到達しうる最高の高みにとどまることができる
のですから．
われわれが認識しようが，しまいが，永遠なる秩序（真理）は，われわ
れを包んで存在しております． われわれが自己の内奥に沈潜し，深い内
省を行なえば行なうほど，永遠なる秩序の偉大さ，有限存在としての人間
の一生のことなど， まえ三つの畏敬で感得されたことが思いやられます．
そして， この内省の道は，人間が到達しうる最高のところまで続いており
ます．そこには,「うぬぼれと我欲」が克服されて， 自我でなく，永遠なる
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
秩序が存在しております．永遠なる秩序も， この有限存在たる自己に於い
●
て，感得されるのです．
ところで，限られたもの（人生，ひとつの手仕事など）の中で，無限な
るもの（永遠なる秩序）を見い出そうとする姿勢そのものは，一見矛盾し
ているように見えるかも知れませんが, これは， 自らの人生を豊饒なもの
として建設してゆこうとする，ゲーテの積極的な生活態度から出た一種の
逆説のように思われます． このように，人生を実り豊かなものとして築き
あげてゆこうとする，ゲーテの強い積極的，建設的生活態度は， 「教育州」
の他の箇所にも現われております．すなわち， 「卑賎と貧困，潮笑と侮蔑，
恥辱と悲惨，苦悩と死をも神的なものと認め， それのみか，罪悪そのも
のや犯罪をさえ，聖なるものの障害ではなくてその促進として敬し，愛す
るにいたる」 (S.157)とあります．ゲーテの教育思想の根底には，この積
極的，生産的生活態度のあることを見逃すことはできません．
「教育州」は直接的には，ヴィルヘルムの息子フェーリクスの教育のため
に訪れたところでありました． ここでは，手仕事と敬虚が表面的に現わ
れ,それぞれ，職業教育および畏敬の念の酒養として，青少年たちのため
－12－
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の教育が行なわれておりました． しかし，私のこれまでの簡単な考察を通
してみますと，教育の考察の対象は，単に青少年の範囲だけでとどまらな
いように思われます．それは，人間そのものの問題に向けられているから
で， 内面の自己意識が世界観へと発展していく過程だとも言えます．人生
とはいかなるものか，そのことから，人間はいかに生きるべきなのか， と
いう人間の根本的な問題と，深いつながりをもっていたように思われま
す．従って，ゲーテの教育思想をみるとき， 「教育」 (Erziehung)という
概念のほかに， 「形成」 (Bildung)という概念もあわせて考えなければな
りません． 「教育州」はたしかに， この作品の中では， 青少年たちの「教
育」という問題のために設置されたのでありましたが，私のこれまでの考
察でみてきました通り，内容そのものは， 「形成」 という概念と深いつな
がりをもっておりました．
ゲーテと同時代の教育家ペスタロッチが，社会化と工業化の進む社会の
中で,とり残されている貧しい階層のこどもたちに,何としても教育をつけ
てやらなければならないという彼の社会的な意識が，彼の教育思想の構築
および実践の出発点になったのに対し，ゲーテはその変動していく社会の
中で,いかにして調和的な人間の形成を行なうか,ということに関心があっ
たと言えるかも知れません．そのような点で，ゲーテの教育思想からは，
ペスタロッチの場合のようには，教育思想史の系譜をたどることはできな
いかも知れませんが，私は，そこにこそ， 「形成」の側面からみた教育思
想を，詩人としてのゲーテの教育思想を学びとることができる， と思うの
であります．
’
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Eine Betrachtung über Goethes 
pädagogische Ideen 
-besonders in Bezug auf „Die pädagogische Provinz"-
Takashi Yoshida 
Zwar war Goethe kein Pädagoge im eigentlichen Sinne, aber es 
ist eine unbestreitbare Tatsache, daß er pädagogische Interessen 
für sich selbst und andere besaß. Er hatte sich sein Leben lang 
bemüht, ein Idealbild vom Menschen zu erforschen. Seine päda-
gogischen Ideen sind durch das Problem angeregt, was denn 
ein Menschenleben sei und wie der Mensch in dieser Welt leben 
solle. Das 19. Jahrhundert, in dem sein Meisterwerk „Wilhelm 
Meisters Wanderjahre oder Die Entsagenden" erschien, kann man 
das Zeitalter der Sozialisierung und der Industrialisierung nen-
nen. In der pädagogischen Provinz sind „Handwerk" und „Fröm-
migkeit" als Bildungen von „Berufsbildung" und „Ehrfurcht" 
aufgefaßt. Der Begriff des Handwerks, wie er bei Goethe in 
Gebrauch kommt, hat einen zweifachen Sinn: der eine meint 
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buchstäblich „Handtätigkeit" und der andere ist nichts anderes 
als Kunst. In unserem Zusammensein wie bei der „Turmgesell-
schaft" sieht der Mensch sich gezwungen, sich eine nützliche 
Kunst anzueignen. Wie Goethe selbst sagt, gibt es „dreifache 
Ehrfurcht", d. h. ,,die Ehrfurcht. vor dem, was über uns ist; die 
Ehrfurcht vor dem, was unter uns ist ; die Ehrfurcht vor dem, 
was uns gleich ist". Und aus diesen drei Arten der Ehrfurcht 
entspringt die oberste Ehrfurcht, die Ehrfurcht vor sich selbst. 
Die Ehrfurcht vor sich selbst heißt, daß der Mensch lernt, Dünkel 
und Selbstheit ganz zu überwinden. 
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